
【はじめに】

2018年 12月 1日に医療法が改正され、医療機関において
も、試薬管理台帳等の作成が必要となった。これに対応す

るため、当院ではホルマリンの管理（検体授受記録および

ホルマリン入り容器の在庫管理）を、手書き台帳で行って

いた。この管理方法は、一見簡便ではあるが、記入漏れや

誤記入への対応、在庫数等計算の必要性および記録簿の保

管等の問題があった。そこで、これらの問題を解決するた

め、ホルマリン管理システムを構築したので、報告する。

【方法および結果】

システムを構築する上で、①ホルマリンの管理業務が楽に
なること、②コストをなるべくかけないこと、③システム
の管理が容易であることを念頭に置いた。

Google Appsheetを使用し、「検体授受記録」および「ホル
マリン入り容器の在庫管理記録」のアプリを作成した。ど

ちらも病理側および臨床側の 2名でアプリへ入力を行う方
式とした。各記録は Googleスプレッドシートへ保存され、
日毎の検体授受数、容器在庫数等は、アプリ上で自動計算

される。また、各種記録を記録簿として出力も可能とした。

【考察】

検査室では検査の精度を確保するため、様々な記録が必要

であるが、記録を行うことにより作業が煩雑になる一面も

ある。これらの記録をシステム化することで、記入漏れや

誤記入がなくなり、記録の正確性が向上した。また、容器

在庫数等の計算も自動化され、管理業務の効率化が図れた。

今回利用した Google AppSheetはプログラミング知識が不要
で、アプリ開発初学者でも各施設の業務内容に沿った業務

改善アプリの作成が可能であると考えられた。
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